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事業の概要 

 

事業名 一般国道５０７号八重
や え

瀬
せ

道路 
事業 

区分 
一般国道  

事業 

主体 
沖縄県  

起終点 
自：沖縄県 八重瀬

や え せ

町 東風平
こ ち ん だ

 

至：沖縄県 八重瀬
や え せ

町 具志頭
ぐ し ち ゃ ん 延長  4.2km 

事業概要  

 一般国道507号は、沖縄本島南部地域の中央部を南北に縦貫する骨格幹線道路である。 

当該事業は、八重瀬町東風平交差点から一般国道331号までの延長4.2kmの区間について4車線拡幅を行うものであ

り、平成18年1月に誕生した八重瀬町（旧東風平町、旧具志頭村）の市街地と役場等の公共施設や農産物生産地、観

光地を連結するなど合併市町村の一体化を促進する幹線国道として重要な役割を果たす。 

事業の目的、必要性  

 東風平地域は、沿線に中学校及び幼稚園、保育園等の公共施設、商業施設や住宅などが集積しているが、幅員狭小

のため通勤・通学の安全の確保が急務である。また、具志頭地域は県内1位の生産量を誇るオクラ、ピーマン、乳用

牛など農畜産業が盛んで、ゴルフ場、南部戦跡など観光施設が数多く点在しており、生産地と消費地の地域連携や観

光地等へのアクセスの向上が課題となっている。 

 当該区間の整備は、地域の安心・安全の向上を図るとともに、南部地域における南北の脆弱な幹線道路ネットワー

クを強化し、地場産業の活性化、観光産業等の発展に寄与するものである。 

全体事業費  111 億円 計画交通量 29,900 台／日 

事業概要図  

 

  

 
関係する地方公共団体等の意見  

 八重瀬町長より平成19年5月と平成19年6月に整備に関する要請を受けている。 

 
事業採択の前提条件  

 ・便益が費用を上回っている。 

 ・平成5年2月16日に当該事業箇所の一部について都市計画決定済み。 

事業評価結果 

 

総費用 89 億円 総便益 870 億円 基準年  

Ｂ／Ｃ 9.7 
事業費：         86 億円 

維持管理費：     2.9 億円 

走行時間短縮便益：   831億円 

走行経費減少便益：    28億円 

交通事故減少便益：    11億円 

平成 19 年 

交通量変動 B/C= （交通量   ％） B/C= （交通量   ％） 

事業費変動 B/C= （事業費   ％） B/C= （事業費   ％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C= （事業期間   ％） B/C= （事業期間   ％） 

評価項目 評価 根拠 

 一般国道507号 

渋滞対策 － 

【渋滞損失時間の改善】  

【H42年 整備有無】 約10万人時／年 ⇒ 約3万人時／年 

【1kmあたり（台kmあたり）渋滞損失時間】 

現況       ：約1.5万人時／年km 

沖縄県平均：約4.1万人時/年km（約0.4倍） 

       全国平均 ：約2.0万人時/年km（約0.8倍） 

【渋滞度曲線】 

【その他の特徴】 
※データは県内平均・全国平均と比較すること

 一般国道507号 

事故対策 ◎ 
【死傷事故率】 約359.0件／億台ｷﾛ（現況）（死傷事故率比（県内平均比）4.66（現況）） 

        沖縄県平均：約 77.1件／億台ｷﾛ（約4.66倍） 

        全国平均 ：約121.5件／億台ｷﾛ（約2.95倍） 

【その他の特徴】 
※データは県内平均・全国平均と比較すること

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 ◎ ・沿線に保育園や幼稚園、小学校、中学校、高校、住宅地等が立地、多くの児童、学生等

の利用があり、歩行者、自転車の安全を図ることができる。 

住民生活 ◎
・那覇市までの走行時間の短縮により通勤通学の利便性が向上する。 

・医療施設までの走行時間の短縮による安心あるくらしを確保する。 

 （八重瀬町役場本庁舎～南部医療ｾﾝﾀｰ（第三次医療機関）の所要時間42分→17分） 

地域経済 ◎
・南部戦跡、ゴルフ場、その他観光施設へのアクセスが改善され観光振興に寄与する。 

・県内有数の生産高の農・畜産物を消費地へ運ぶ流通経路として産業振興に寄与する。 

災 害 ◎ ・緊急輸送道路としての機能強化が図られる（第2次緊急輸送道路）。 

環 境 ○ ・CO2、NOX、SPM排出量が約0.3%削減する。 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ◎
・平成18年1月に合併した新町及び沖縄本島南部地域の人的・物的な交流機能の強化、経済活動

の活性化等地域間の交流促進が図られる。 

事業実施環境 ○
・平成5年2月19日に都市計画決定（事業区間の一部）。 

・国道507号津嘉山バイパス、富盛田園土地区画整理事業と一体的な整備が必要。 

 

採択の理由 
・国道507号は、那覇空港自動車道（南風原南ＩＣ）と連結し、地域高規格道路の沖縄西海岸道路、南部東道路等ととも

に県都那覇市を中心とする「放射幹線軸」としてネットワークを構築し、沖縄本島南部地域の産業振興、地域間交流促

進、合併市町村の一体化、自立支援に寄与する。 

・採択基準に合致しており、都市計画決定済み（一部区間）である。 
 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


